
（様式⑦-1　小学校・中学校）
　

●『探究的な学びの充実』「問い」や「ふりかえり」の充実に
焦点を当て，「こども自身が問いをもち，主体的に解決してい
こうとする学び」の実現

「授業は分かりやすいですか。」で肯定評価85％以上
「自ら課題解決をしている」肯定評価85％以上
「授業の終わりに授業で学んだことを振り返り自分でわかった
こと，わからなかったことを理解している」肯定評価80％以
上

学校教育アンケート
及び学力調査質問調
査

年度末

●『みんなで学ぶ』必要感のある交流と対話的な学び。教科の
本質の「ふりかえり」をしていくこどもの育成
（見通しはどうだったか，何ができるようになったのか，どの
ように解決したのか，誰とどのような話しをしたのかなどと振
り返るこどもの育成）

①月１回「ふりかえり」の記録
②児童の「問い」や「ふりかえり」現物の共有
③「授業の中で友だちと話し合いながら勉強をしている」「グ
ループやペアで話し合ったり意見を出し合ったりして課題を解
決している」「課題の解決に向けて，話し合ったり交流したり
することで自分の考えをしっかりもてるようになった」をそれ
ぞれ肯定評価80％以上

①研修ふりかえり
ファイル
②廊下の掲示物
③学校教育アンケー
ト及び学力調査質問
調査

年度末

基礎力（知識・技能）の向上，共通の課題（指導）の取組[月1
回，朝学の時間に，全校で漢字・ひらがな（計算）テストを実
施]
●タブレットを活用し，漢字・計算の基礎が定着する

・「学ぶことが楽しい」で肯定評価90％以上
・「タブレットを活用した活動をしている」で肯定評価90％
以上

学校教育アンケート 年度末

★『学校群を意識した取組』
授業研究の相互の参加，討議を通したカリキュラムマネジメン
ト

①「学校群のねらいを理解し，授業の相互参観に参加した」
「児童の発達を考え，言葉かけや授業展開を工夫した」肯定評
価80％以上
②学校群を意識した各学年・教科の教育計画の見直し

①学校教育アンケー
ト（教職員）
②教育計画の見直し

『就学前教育との交流・連携』
砂遊びや学校探検，運動場での交流など定期的に実施

「年長児と交流することで思いやる気持ちがもてた」「わかる
ように伝えようとした」肯定評価85%以上

学校教育アンケート 年度末

●『伝わるあいさつ』
・こどもたちが自分の気持ちや考えをしっかりと伝える力の育
成
・「あい」が意識できる授業展開・学校生活をする（かかわり
合い，話し合い，支え合いなど）

「自分からあいさつができる」児童・保護者・教職員アンケー
トの肯定評価平均85%以上
「困ったときに相談できる人がいる」肯定評価85%以上
「友だちとのかかわり合い」の関連質問肯定評価85%以上

学校教育アンケート 年度末

●『不登校・いじめの未然防止』
「わかりやすい授業」と「自分の居場所がある」の両輪（生徒
指導提要の活用）

「困ったときに相談できる人がいる」「学校に好きな場所があ
る」「授業はわかりやすい」それぞれ肯定評価85%以上

生活アンケート 年度末

『体力の向上』
体育の授業の充実と全校的な体育集会等を計画的・効果的に活
用し，かけ足やなわ跳び等を行い，運動への意欲を高め，体力
向上をめざす

「運動することが好きだ」で肯定評価85％以上 学校教育アンケート 年度末

『望ましい食習慣など健康的な生活習慣の形成』家庭科や中学
校の栄養教諭と連携し食育指導やふりかえりの取組

「朝食を食べた」喫食率90％ 学校教育アンケート 年度末

●「新しいことに挑戦する力」「困難に立ち向かおうとする
力」「失敗から学び，再び挑戦する力」の育成

「先生や友だちからの「励まし」で困難なことにも挑戦でき
た」「この１年間で，同じ失敗を繰り返さなくなった」「もう
一度挑戦しよう！と思える強い心が育った」肯定評価85％以
上

学校教育アンケート 年度末

「みいけだより」「ホームページ」「昇降口のテレビ放映」を
活用した教育内容の積極的な情報発信

教育内容を共有するためのタイムリーな発信 学校教育アンケート 年度末

１年間の地域と連携した教育活動をまとめ年度末に地域の方々
と共に成果と課題を共有する

連携した教育活動をまとめ地域の方へ報告 こどものまとめ（PP) 年度末

校長　井上　知子

地域協働教育の推進
「地域とともにこど
もをはぐくむ御池台
小学校」

中学校区におけるめざす子ども像

　　　人と人との交わり、つながりの中で、【人間性豊かな心】【たくましく生きる力】をもつ子ども　～明るく元気・自ら学ぶ・仲良く助け合う～

確かな学びの現状
・基礎的な教科学力について成果が見えている。「わからないことがあれば先生に聞く」児童も増え（質問調査より）課題解決へ意識が向いている。授業への
取組も少しずつであるが，受動的から主体的へ変わりつつあり，今は変換期になっている。
・読解力が課題となっている。「自分の考えが伝わるように表現する」「理由を言葉や数字を用いて説明する」など国語算数ともに，思考力や判断力・表現力
に課題がみられている。また質問調査や学校アンケートからも図書離れが顕著であり，さらに「人の話をしっかり聞く」項目も年々値が下がっています。聞い
たり読んだりするインプットと概要をまとめてアウトプットする表現の両方が必要である。

豊かな心・健やかな体の現状
・「進んであいさつをする」が本校の課題である。その時の喜怒哀楽の感情の表現もあいさつで表現してもよく，コミュニケーションの第一歩としての認識をこども
たちにもたせていく。
・新しいことや与えられたことは，やってみようとする気持ちのあるこどもたちであるが，そこで失敗するとあきらめてしまったり，特に顕著にみられるのが，人間
関係でつまずくと自分での解決が難しくなり登校渋りがみられることが多い傾向にある。挑む力はそのまま継続しながら，再挑戦する強い力をはぐくみたい。
・「体を動かしたり運動をすることが好き」「外で遊んだりかけ足なわとびなど体力づくりをがんばっている」の学校アンケート項目で課題となっている。特に今年
度の６年生は室内で過ごしたり，体のかたさやケガの多さもみられる。最高学年として学校をリードする責任感とともに運動，意欲なども育成していきたい。

 令和7年度　重点目標

〇登校不安・いじめ等の未然防止（発達支持的生徒指導）「生徒指導提要」  　安全で安心感がもてる環境（人権教育が基礎）　〇「問い」を発するこども”の育成
〇心と体のたくましさを併せもつこどもの育成「挑む力と立ち直る力」　　　〇教員の資質能力の向上に資する研修の充実
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堺市立御池台小学校

具体的な取組
（●重点とする取組　★中学校区での取組）
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挑む力と立ち直る力
の育成

自己評価

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価計画書】

連続したこどもの１
０年間（１・６・
３）の発達に即した
教育課程の編成


